輝く命に　触れてみな　「自然みなゆうきクラブ」　趣意書

　新しき21世紀を迎えた現在、私達の生活は前の時代すなわち20世紀と比べていかに変化したでしょうか.相変わらず、効率を求めて、便利さを求めて自然環境としての生態系に、大地に、凄まじき勢いでこのかけがえのない地球を痛めつけています。その豊かな大地は地球の全大陸の厚さはわずか18センチですが、生物が数億年かけて蓄積した貴重な資源であることを忘れてはならないと考えます。殆どの生命がこの薄い層による生産物で支えられ大気圏との物質循環の主役として海洋と共に働いているのです。その豊かな地球環境が急速に破壊され失われつつあるのです。最近生ゴミ問題に端を発し、環境問題に取り組んだ運動が自然発生的に全国各地で巻き起こっています。これは効率や利便性を求めた市場経済第一主義の物質重視の視点が色々の場面で歪を生じ、その結果として人の心に生活の根本から問い直し、見つめ直そうとすることに他ならないのではないでしようか。

　さて、健康とは何でしょうか。医学では体の変調や病気の有りなしを問い、宗教では心の状態を、家庭においては家族関係などを問うたりします。ＷＨＯ憲章の前文には、この問いに対して、「健康とは、病気でない事をいうのではありません。何事に対しても常に前向きの姿勢で取り組める、精神・肉体そして社会的適応状態をいうのです。」と記されています。つまり心だけでなく体も社会も環境も、全てバランス良く整った状態をさしています。翻って現代社会はいかばかりでしょうか。

　ところでエネルギー多消費化社会で忘れてはならないのは、1790年のワット、ジェームスによる蒸気機関の発明です。それまで人類は囲炉裏に薪をくべて暖を取ることしか知りませんでした。つまり蓄積されたエネルギーを、熱に換えただけなのです。しかし蒸気機関は熱を仕事に換えるという今まで人類がなしえなかった素晴らしい発明で、その本質は、蒸気という熱をいくらか捨てなければ、ピストンが回るという仕事が成立しない。つまり全エネルギーが仕事になるわけではない事を発見したのです。そうしてこれが産業革命の発端となり、大量生産・大量消費の近代工業国家の成立のはしりとなったのです。そうして現代は凄まじきエネルギー使用により高度情報化の科学万能時代が形成され、その代償として地球温暖化に代表される環境破壊が、そこかしこに露呈しています。

しかしながら、地球は年々歳々何の変わった事もなく、春になれば小鳥のさえずりが聞こえ、夏には蝉時雨が、秋になれば木々は紅葉して葉を落とし、冬になれば深々とした雪景色が見られます。これはひとえに地球の中で循環が正しく行われているからなのです。

「天地有機」という言葉があります。地球上に生きとし生けるもの全ては、宇宙に存在する太陽という要の有るからくりの中で生かされているのであって、人間だけでなく他の動物も昆虫も、植物も細菌も微生物に至る全ての生き物が、地球という大地空間の中で見事なる食物連鎖と物質循環が営まれているのです。即ち植物から動物に、微生物から大気という循環の中で、生産者・消費者・分解者、またそれに関る水循環や大気循環が、そうして余った余熱は、宇宙に向けて放熱され変わらぬ地球が成り立っているのです。生産とは資源を入れて、再利用できないエネルギーを廃熱や廃物の形で、ムダな「汚れ」を捨てることにより製品が作り出されるのです。つまりエネルギーは必ず劣化するのです。また自然には根本的に非対称性という法則があります。「熱いものは冷めるが、冷めたものは熱くならない。」「はねたボールは静止するが、静止ボールは決してはねない。」蒸気機関こそ正にこの根本的な不可逆性を証明したのです。地球上で行われる生命現象とて全て同じ事なのです。このように地球環境の議論の本質は、エネルギー問題であり、それは総量でなくエネルギーの質を問うているのです。物理学の熱力学領域では、エントロピーの法則といって、廃熱や廃物が活用されないムダなエネルギー「汚れ」という形に換わったものなのです。ところがバランスのとれない循環や、循環から切り離された廃物はどうなるのでしょうか。特にそのものが環境にとって毒性が長期間に渡って続く場合はどうなるのでしょうか。地球の循環の源は、太陽の熱エネルギーと地球の重力です。この他太陽の光エネルギーが、植物による炭酸ガスの固定に使われていますが、その時に生じるエントロピーの増加も、水循環によって宇宙空間に捨てられているのです。このように、地球に於ける生物生存に必要な環境の条件の持続は、全て循環の条件を満たさなければならないわけです。私達の活動もこの条件を超えて活動すれば、持続不能となるわけです。かの有名な経済学者ガルブレイシスは、持続可能な循環社会やエネルギーについて、1975年にエネルギーや資源の枯渇という問題よりも、これを利用した結果生じる廃物や廃熱の捨て場の枯渇に、警鐘をならしているのです。

　私達は持続可能な生活とは何か、循環とは何かを、身近な生活の中から問い直し、健康・地球・環境・エネルギー・行動をキーワードとして、多面的機能をもつ第一次産業の農業を軸とし、圃場やフィールド現場を中心にして

　　　　地球に優しいって何だろう

　　　　生かされているって何だろう

　　　　旬の野菜って体にどう効くの

　　　　美味しい食べ物ってどんなもの

などの事を、子供さんからお年よりまで共に考え、持続可能で心豊かな循環型社会の形成に行動実践してまいります。もうそろそろ、人間中心の座標軸から、極小微生物に至る生き物、及びそれらが住みながら得る環境・生態系へと座標軸を転換する時期に来ていると思うのですが。それが即ち美しい地球を未来の子どもたちへ残していく近道や、優しい地球づくりに貢献できる路ではないかと考えるわけです。

　活動項目　　※：前組織において既に体験・実施

（1） 共育活動：自然の大切さを学ぼう

· 出前環境共育事業

· ミミズの一生　お米の一生　朝顔の一生

· サマースクール（※）

· 鶏や合鴨の体触楽習（※）

（2） 生産販売活動：作る大変さと楽しさ　作る人と食べる人そのまた中を結ぶ人

· 自然農産物（※）

· 自然玉子（※）

· 自然弁当（委託）

· 自然漬物（※）

· 1口オーナー制度（作付け、除草、収穫　米、エゴマ、さつまいも）（※）

· ハウス作り支援活動（※）

· 荒地の草刈営農支援活動

（3） 文化活動：切り口変えて

· 田畑のオーナー制と技術指導（休耕田の荒廃防止）

· 家庭菜園技術指導

· 探鳥会及び鳥の巣箱作り

· 火おこし体験実習（※）

· 化石探検

· 環境学習遠足および研修会・交流会の提案

· 花見会とスモモ狩り（※）

· そば打ち体験学習

· つばめの巣の場所作り

· 農家民宿

· 文化教室（蔓カゴ、竹細工、ペインテイング、しめ縄）

· やすらぎの家（全世代利用の保養施設　　閉鎖公共施設活用による）

· 園芸福祉勉強会

（4） 障害者自立支援学校の設立と活動：ノーマライゼーション

· 野菜のパック詰

· 玉子のパック詰

（5） 有閑者（失業者、定年退職者）の能力発掘、能力開発支援活動

· 生産体験

· 伝統技術の伝授および継承と企業への派遣斡旋

（6） マッチングギフト：利益確保の励みに

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自然は人智の先を行っている　自然に学ぶ　「自然みなゆうきクラブ」
